








































　道具的条件づけの歴史的出発点は, Edward Thorndikeによる問題箱（puzzle box）実験に










事態において, 問題箱からの脱出潜時を測定したThorndikeは, 試行を追うごとに潜時が徐 に々短縮
されていくことを見出した。このことから, 動物は試行錯誤によって様 な々行動を行うこと, その中で動
物にとって満足をもたらす結果が生じた際には環境と行動の間に連合が形成され, 以後は当該行動
の生起頻度が上昇することによって問題箱からの脱出潜時が相対的に短縮されていくと解釈したわ



















体的には, 例えば第1試行においてはエサペレット10個, 第2試行においては7個, 第3試行においては
4個, 第4試行においては1個, 第5試行においてはエサが置かれていないという訓練を施すと, ラットが
ゴール箱に到達するまでの潜時は試行を追うごとに遅くなっていくという結果が得られる。こうした行動
















ンター ではMed社製オペラントチャンバー 4機を導入した。このオペラントチャンバーは, いわゆるスキ
ナー箱として知られる極めてスタンダ ドーな実験機材であり, B. F. Skinnerによってその基盤が作られ
た行動分析学においてはラットやハトといった動物を用いた基礎研究の場で広く使用されてきたもので










カー , レバーなどを必要に応じて追加できるような構造になっており, より複雑な実験事態を使用するた
めの拡張性に優れるという特徴を持っている。本学保有のスキナー箱では, 実験箱内にハウスライト, 


















































  W(1) #T: OFF^Houselight; OFF^Lever; OFF^Dipper ---> STOPABORTFLUSH
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
















































態（Maier & Seligman, 1976）があるが, その形成に時間がかかることなどもあり, 薬理学など







るかを検討する実験を行った。実験では, ライトを条件刺激（conditioned stimulus; CS）, 電気


































ない。今後も様 な々技法が開発され, 目には見えない心の働きを可視化していくことで, 基礎・応
用の両面に関して多くの進歩が期待される。
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